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On the Stress Corrosion of Commercial Brass Wire 
Keizo Nishida 
Abstract 
Commercial brass wire (2mjm dia • ) was corroded with various tensiIe 
stresse3 in the ammonlacal atm}sphere vaporei from 4.4忽 aqueoussolution of 
am口lOnla.
Then th日 relationbョtweeninitial stre3S and time to failョreand th日 crackei
structures were observed with as drawn or anneale:J samp!es. 
Though our stress-corrosion apparatus was very simple and had some error， 
with attention duely payed its rmult was found considerablly re:iable and very 
convenie:1i to compare the data of the as drawn with those of the annealed. 
As th色 result雪 ofthiョstudy，som巴 detai!swere found as follows: 
1. with the as drawn state， the failure occurs in short巴rtime under a c巴{
rtain or less stre3S than an三aledstat白.，in which brass wire has minimum limit 
of stre3s-corrosion failure. Therefore， the worked brass must be a70ided to us巴
in such an atmosphere. 
2. 1n a shorter time of corrosion， the cr品ckingproceeds from the intergra-
nular type to th日 trance:~ranular eventually， that is more liable with the as 
drawn. 
3. In the inn邑rgrains， the pre-exist白ヨ twinneヨplane3 of a3 drawn samp;-
es are preeminently corrosion-crackeゴ，but much less of annealed oneS. However， 
these differances of cracking type are not of substance， but only of degree 
of magnitude. 
The mechanism of the abo'le mentioned phenomena of stress-corrosion 
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68 西 任| 悪
モエアも入り，更に空気中の酸素も存在しているから，試料表面においては，それの酸化溶解
が相ついで行われることになる。これらの反応に関しては， Read， Reed，およびRoseJ.thal7 
が論じ特に溶解酸素の影響については， ]. Halpern 8が論じ その結果次の様な反応が最
も起りやすいとしているO すなわち:
4 Cu十8NH3 十0，十 2H20ニ 4Cu (NH3)2+ ィ40H-
又は























7 T.H.Rぬ d，J. B. Re2dお上び H.Rosenthal;グfheMechanism of the S~ason Cracking of 
Bra'lSd，句ym]Josluml
8 J. Halp邑rn;/IKinetic5 of the Dissolution of Copper in Aque:lUs Ammonia， J.Electrochem. 
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(b) x 300 
(a) x 300 (b) x 20 




市販真 í!~ 線の応力闘蝕の研究 71 
写真 8 加工材の亀裂組織 x 300 写真 9 加工貯の亀裂組織 x 300:S 









写真 1 加工材の亀裂組織 初期応力=6.40kgjm口:12
破断時間 860min.
× 300×t 






(a) X 300 
(b) x 300 
写異 13 加工1;1の亀裂組織

















































(a) >< 300 





?， ，?、 x 300 















































写員 21 焼鈍材の亀裂組織 x ::00 















































































(a) X 300 




(a) 亀裂の先端" (b) 表面附近
(81 ) 
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する。第15~習に試料内の粒子 (G) を示Lたが，これに AA としづ亀裂が突当ったと考える。
12 茅 誠司;グ金寓の物理グ(J~立tl!rr反社) (1948)， pp. 9ò~98 
深ヲ1: 誠 7if; グ黄銅の疲労破壊に関する顕微鏡的研究，日本金属学会誌.第5~主第6号(194l) ; 
第6巻第6号 (1942).



















































































意することが望ましい。 同 ofTime 
第18[忍焼鈍による比、力腐蝕ull線





亀裂には粒内亀裂と粒界亀裂とが混合し， SOYo Z11.以下で、は粒界亀裂のみで、あり， 30タ!;Z材、ら
35%Znと変化するにつれて，粒界亀裂から粒子貫通亀裂えと漸次変化すると報告しているが
本実験の試料の組成は第1表にある通り，両極亀裂の混在する範間にあり，実際にもその様な
組織を得たことは既にのベナこ通りである。
しかLて，力I1工材と焼鈍材とでは，その亀裂生成状態が一見して異る椋にも思われるが，先
にのベた機構から見て，本質的に異るものではなく，たど程度の差でLかない様に考えられるの
市販真鍛操には化学分析結果の示す通り，鉄が入っている。本実験ではただ J 穐類の試料し
かないために上七世研究することが出来ないけれども，その不l組物としての効果から考えると，
真鍛の降伏点を幾分変化させることも考えられるが，一方電気化学的に考えてsアム壬ニア水
溶液中では銅よりも貴となり，これが粒子境界にあつまれば，全百腐蝕あるいは，粒子員連亀
裂傾向を生ずることが予想される。
直要 約
以上の考察から次のことが要約される。
1) 市販真鍛換をアムモニアガ、ス雰囲気中で、応力関蝕を行った結果，市販のま Lの状態で
は， {jf応力を加えても，これを焼鈍した材料にくらべて比較的短時間で破断を生じたが，焼鈍
材では応力腐蝕限のあることが見出された。
2) 腐蝕の進行様式は，最初の聞は粒子境界関蝕を行うが，やがて粒-]'-貫通にかわる。こ
れは高応力の場合程早く移行するが，特に工材の場合には最初から混在す:る場合もあるO
3) 内部粒子についていえば，加工材では既存双晶画での亀裂が著Lいが，焼鈍材ではそ
の傾向が非常に少いo しかしながらそれらの亀裂様式の会異は水質的なものでなく，ただ程度，
の差であるにすぎない。
15 ljIj掲脚主 14.を見よ。
(9Q) 
市政支録線の応力関蝕の研究 91 
4) 上述の如さ各種協蝕様式に関して，その機構を種々定性的に論じた結果次の様に推論
される。すなわち粒子境界での電気化学的電位と，粒子内部でのそれとの大小により，その
関蝕様式が異る。また12iL内においては主としてわ亀裂効果， ii)主応力効果， iii)結品面効
果の 3穂の因子の相対的大L、さにより，その亀裂の様式が異るが，すべてこれらの効果は電気
化学的意味で，より卑なるMfを有する部分が腐蝕亀裂を生ずるものであると考えられる。
終りにあたって，木研究に問Lていろいろと御指導および御教示を賜った北大教授幸田博士
に深甚なる謝意を表すると共に，実況Ijにあたって種々の援助を惜Lまなかった工学士竹内邦光
君に厚く感謝する次第である。
(昭和30平5J] 30口受理)
( 91) 
